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●大丈夫ですか？みなさんの暮らしが心配です 
 コロナ禍からの回復やウクライナ戦争で物価が

高騰しています。特に電気やガス、食料品など生

活必需品の値上げが深刻です。 

 電気・ガス料金は昨年比で約 26％、値上げされ

る食料品は平均 12％(※1)の上昇です。 

全世帯平均では物価高騰による負担増加は年

収の 1.1％ですが、非課税世帯では 3％以上と、

所得が低いほど、その影響は深刻になります。こ

の傾向は今後も続いていくと予想されています。

早急な対策が必要です。 

●生活不安を解消する緊急の支援策を！ 

★ガソリン代は含めず、食料品と電気ガス代の総務省統計に基づいた試算 

電気・ガス代が約 26％値上げ！ 

 値上げ食料品は平均 12％の上昇！ 

 物価対策として政府は低所得の子育て世帯への

10万円の給付金を決めましたが、低所得者の一部

でしかありません。本当に必要な人への支援策は不

十分で、政府や都の支援策の拡充が必要です。 

 立川市は多摩地域でもトップレベルの財政基盤を

維持しています。生活困窮者への積極的な支援を

行うべきです。 

※1 帝国データバンク２２年 5月調査より 

緊急提言は裏面を！ 

立川市議会議員 山本洋輔 〒190-0011立川市高松町 2－19－1 

☎080-5650—7833 ✉t.yamayou@gmail.com 

【発行・連絡先】 やさしい街・立川をつくる会ニュース 5月号 

立川市議会議員（現職最年少） 
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年間負担増 年収 年収比

非課税の1人世帯 3.6万円 100万円 3.6%

非課税の2人世帯 5.64万円 156万円 3.6%

非課税の3人世帯 6.58万円 206万円 3.2%

全世帯平均 6.1万円 550万円 1.1%

非課税世帯の物価高騰による負担増の程度 


